
各課からのお知らせ

10平成２３年１月５日号

韓
国
で
口
蹄
疫
が
再
発 

し
ま
し
た
！ 
み
な
さ
ん
の 

家
畜
は
大
丈
夫
で
す
か
？ 　

　

口
蹄
疫
と
は
、
牛
や
豚
な
ど

（
偶
数
の
ひ
づ
め
を
も
っ
た
哺
乳

類
）
が
か
か
る
感
染
力
が
非
常
に

強
い
伝
染
病
で
、
ま
ず
発
熱
や
食

欲
不
振
が
見
ら
れ
、
次
に
よ
だ
れ

を
流
し
、
口
や
ひ
づ
め
、
乳
房
に

水
ぶ
く
れ
が
で
き
る
の
が
特
徴
で

す
。

　

伝
染
力
が
非
常
に
強
く
、
感
染

拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
家
畜

伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
き
適
正
に

処
分
さ
れ
ま
す
。

　

韓
国
で
は
、
今
年
６
月
に
い
っ

た
ん
終
息
し
た
口
蹄
疫
が
、　

月
１１

　

日
に
再
発
し
、
既
に　

万
頭
以

２６

１０

上
（　

月
７
日
現
在
）
を
処
分
し

１２

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
農
場
へ

口
蹄
疫
を
入
れ
な
い
た
め
、
特
に

次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

・
自
分
の
農
場
に
入
る
際
も
、
靴

や
持
ち
込
む
物
の
消
毒
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

・
外
部
か
ら
の
人
や
車
を
な
る
べ

く
農
場
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
畜
産
関
係
車
両
を
は
じ
め
農
場

に
立
ち
寄
る
車
（
タ
イ
ヤ
や
運

転
席
）
や
持
ち
込
む
物
は
必
ず

消
毒
し
ま
し
ま
し
ょ
う
。

・
発
生
国
に
滞
在
し
て
い
た
た
め

ウ
イ
ル
ス
を
伝
播
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
人
や
発
生
国
か
ら
輸

入
さ
れ
た
物
を
農
場
に
近
づ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
従
業
員
の
方
も
含
め
て
、

口
蹄
疫
が
発
生
し
て
い
る
国
へ

の
渡
航
は
、
出
来
る
限
り
控
え

ま
し
ょ
う
。

・
口
蹄
疫
を
広
げ
な
い
た
め
に
は
、

早
期
発
見
が
と
て
も
大
切
で
す
。

毎
日
、
必
ず
家
畜
を
観
察
し
て
、

お
か
し
い
時
に
は
、
す
ぐ
に
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
に
連
絡
し
、

併
せ
て
、
家
畜
保
健
衛
生
所
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

・
農
林
水
産
課　

農
林
水
産
係

　
（
芦
刈
庁
舎
）担
当　

川
原
田　
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中
部
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保
健
衛
生
所
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新
成
人
の
み
な
さ
ん
！ 

　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年 

２０金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う　

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
が

２０

６０

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

学
生
で
あ
っ
て
も　

歳
以
上
で
あ

２０

れ
ば
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
各
種
学
校
、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
方
で
す
。
ま
た
、
夜

間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

学
生
で
な
い　

歳
未
満
の
方
の

３０

場
合
に
は
、
本
人
及
び
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ

ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に

よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障

害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

◆
申
請
場
所　

各
庁
舎
総
合
窓
口

　

係
又
は
小
城
庁
舎
国
保
年
金
課

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
認
印

・
学
生
納
付
特
例
制
度
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）、
も
し
く
は
在
学
証
明
書

・
年
金
事
務
所
か
ら
事
前
に
送
付

さ
れ
る
申
請
書
一
式

　

な
お
、
お
勤
め
を
さ
れ
て
い
て

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
国
民
年
金
加
入

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

古
川
・
岩
本
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８
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７３


